
会場周辺の地図会場周辺の地図
横浜

横浜新道

品濃橋

東戸塚駅

上品濃公園

湘南
医療大学

老健

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

「東戸塚駅」西口から
無料シャトルバス５分 
（徒歩では駅から1５分）

交通アクセス交通アクセス

事前予約制
定員20名

会場（当院）にてお聞きいただく講座です

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ・ご予約

　駅や商業施設などの公共の場所に設
置されている「AED」という医療機器。これ
はどのような場面で必要とされるでしょう
か？使用するシチュエーションや適切な使
用法などについて説明し、さらにデモ機を
実際に使って体験していただく講座です。

AEDはどんなときに役立つか

医学講座
参
加
無
料

会場：ふれあい東戸塚ホスピタル ２階 会議室

日 時

講 師 ふれあい東戸塚ホスピタル  竹中 誠 臨床工学技士　 
7月4日（木）13：00～14：00

会場（当院）にてお聞きいただく講座です

会場周辺の地図会場周辺の地図

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

ＪＲ「関内駅」または
地下鉄
「伊勢佐木長者町駅」
から徒歩３分

交通アクセス交通アクセス

電話予約制
申込み順20名まで

ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　日本人は先天的に脛骨内反（O脚）が多
いため、40代を過ぎると、膝関節内側軟骨
摩耗や半月板損傷、O脚変形が進んでいき
ます。さらに、腰部疾患や、精神疾患からの
筋力低下による膝痛を抱えることもありま
す。これらの症状と対策をお伝えします。

～診断と治療～自分でできる膝のメンテナンス

医学講座
参
加
無
料

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

日 時

講 師 ふれあい横浜ホスピタル　
　　　  　　  整形外科   赤松 泰  医師

6月19日（水）14：00から

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟

産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟 小児科病棟

障害者病棟康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給212,000円～

（総務課）同院
詳細は、下記へお問合せください。またはQRコードから内容をご確認ください。

045-827-2637 ht-hosp@fureai-g.or.jp

MSW
急募！急募！ ふれあい東戸塚ホスピタル

■ 社会福祉士の資格をお持ちの方
■ 保育所完備で、子育て世代も安心！
■ 東戸塚駅から楽々、無料バス通勤♪

書類 面接選考

columnコラム
   連載開始

茅ケ崎中央病院
昭和大学横浜市北部病院

第３回

医師

心臓血管外科 顧問 
特任教授

南渕 明宏
　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
は
、
日
本
中
の

多
く
が
憧
れ
て
や
ま
な
い
、
湘
南
の

「
ち
が
さ
き
」
に
あ
り
ま
す
。

　

都
会
の
喧
騒
か
ら
適
度
な
距
離
を

置
き
、
そ
し
て
、
気
候
や
利
水
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
理
想
の
環
境
で
す
。

し
か
し
、大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、

５
分
程
度
で
６
ｍ
に
及
ぶ
津
波
が
海

岸
に
押
し
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

病
気
も
そ
う
で
す
が
、今
生
で
は
、

い
つ
・
ど
の
よ
う
な
厄
災
が
襲
っ
て

く
る
の
か
、誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
も
、必
ず
何
と
か
な
る
も
の
で
す
。

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
！

茅ケ崎中央病院   0467-86-6530 JR茅ケ崎駅徒歩５分

厄災 小児だけではない

溶連菌の家庭内感染
免疫力低下に注意

忘れ去られた感染症

例年通りの流行再帰
取材協力／東戸塚ホスピタル

生
活
環
境
に
よ
っ
て
は
、
例
年
並

み
、
も
し
く
は
例
年
以
上
に
感
染

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
時
季
も
、
こ
れ
ま
で
流
行

し
て
き
た
感
染
症
に
注
意
が
必
要

で
す
。
特
に
咽
頭
結
膜
熱
や
溶
連

菌
感
染
症
は
、感
染
を
繰
り
返
し
、

発
症
が
一
度
で
済
む
と
は
限
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

体
調
の
不
調
時
は
、
早
め
に
受

診
し
て
、
感
染
の
拡
大
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
」。

■
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

炎
」「
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
」「
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
の
患
者
数
が
増

加
し
、
特
に
小
児
の
間
で
流
行
し

た
「
咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）」

や
「
溶
連
菌
感
染
症
」
は
、ニ
ュ
ー

ス
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

罹
患
を
繰
り
返
す
こ
と
も

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
大
流
行
の
最
中
は
、
ほ
ぼ
全

員
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
の

で
、
他
の
種
類
の
感
染
症
も
予
防

で
き
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
マ
ス

ク
を
外
す
機
会
が
増
え
、
季
節
や

　

世
界
で
流
行
し
て
い
る
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
ば
か

り
で
な
く
、国
内
で
は
昨
年
か
ら
、

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
病
気
が

増
え
て
い
ま
す
。「
感
染
性
胃
腸

背
景
が
あ
り
ま
す
。
規
則
正
し
い

生
活
と
十
分
な
睡
眠
を
心
掛
け

て
、
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

体
調
管
理
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

菌
は
感
染
力
が
強
く
、
成
人
で
も

罹
患
し
、
発
熱
や
喉
の
痛
み
が
起

こ
り
ま
す
。

　

流
行
時
期
は
例
年
、
大
き
く
２

回
あ
り
（
春
夏
シ
ー
ズ
ン
と
冬
）、

最
近
で
は
２
０
１
９
年
頃
か
ら
特

に
増
え
て
い
ま
す
。

環
境
変
化
の
影
響

　

春
夏
シ
ー
ズ
ン
の
流
行
で
は
、

新
年
度
に
よ
る
環
境
の
変
化
、
連

休
疲
れ
、天
候
な
ど
が
影
響
し
て
、

免
疫
力
の
低
下
を
招
き
、
感
染
し

や
す
い
状
態
の
人
が
多
い
と
い
う

　

溶
連
菌
（
溶
血
性
連
鎖
球
菌
）

感
染
症
は
、
小
児
だ
け
が
罹
患
す

る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
溶
連

溶連菌感染症（A群溶血性連鎖球菌咽頭炎）

１月 ３月 ６月 ９月 12月

定
点
当
た
り
の
患
者
数

多

少 横浜市サイトを参照し作成

2023年
2019年

ふれあい東戸塚ホスピタル

婦
人
科
の
大
事
な
役
割

ど
の
世
代
に
と
っ
て
も「
女
性
の
駆
け
込
み
寺
」

　
　
〜
更
年
期
の
質
問
に
答
え
ま
す
〜

飲
み
薬
だ
け
で
な
く
注
射
も
効
果
的

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル 

産
婦
人
科

さ
ら
に
当
院
で
は
、
プ
ラ
セ
ン
タ

注
射
も
行
な
っ
て
い
て
、
保
険
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
ほ
て

り
や
動
悸
、
ま
た
は
精
神
症
状
の

ど
ち
ら
に
も
効
果
が
期
待
で
き
る

治
療
法
で
す
。
詳
細
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

更
年
期
症
状
は
、
う
ま
く
付
き

合
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

快
適
に
過
ご
せ
る
方
法
を
、
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

　
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３

分
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
の
産
婦
人
科
は
、
予
約

制
で
す
。
事
前
の
電
話
予
約
（
☎

０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
／
14

時
〜
17
時
）
に
よ
っ
て
、
女
性
医

師
を
希
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「
更
年
期
と
は
、
主
に
閉
経
前

と
後
の
計
10
年
間
を
指
し
、
ほ
て

り
／
動
悸
／
頭
痛
／
不
安
な
ど
を

抱
え
ま
す
。
日
常
生
活
に
支
障
が

出
て
い
る
場
合
は
、『
更
年
期
障

害
』
と
な
り
ま
す
。
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
低
下
が
大
き
な
原
因
で
す
が
、

性
格
な
ど
の
心
理
的
要
因
、
対
人

関
係
を
含
む
社
会
的
要
因
も
関
連

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
」。

【
よ
く
あ
る
質
問
❷
】

　
更
年
期
障
害
は
、
ど
の
よ
う
な

治
療
に
な
る
の
で
す
か
？

　
「
お
薬
で
の
治
療
が
可
能
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
で

産
婦
人
科
を
担
当
し
て
い
る
武
田

早
苗
医
師
に
、
婦
人
科
診
察
で
よ

く
あ
る
質
問
内
容
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
よ
く
あ
る
質
問
❶
】

　
婦
人
科
で
更
年
期
障
害
を
扱
っ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
症
状
が
該
当
し
ま
す
か
？

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
産
婦
人
科
で
は
、

妊
娠
・
出
産
の
取
り
扱
い
だ
け
で
な
く
、
女
性
特
有

の
疾
患
（
婦
人
科
疾
患
）
の
治
療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

た
め
ら
わ
ず
に
受
診
す
る
た
め
に

　

具
体
的
に
は
、
生
理
痛
や
不
正

出
血
、
性
感
染
症
、
更
年
期
障
害

の
相
談
や
治
療
の
ほ
か
、「
子
宮

が
ん
検
診
」
を
行
な
っ
て
い
る
医

療
機
関
で
は
、
婦
人
科
が
検
査
な

ど
の
全
般
を
担
当
し
ま
す
。

　

女
性
の
ナ
イ
ー
ブ
な
内
容
に
関

わ
る
た
め
、
受
診
し
た
い
気
持
ち

が
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
医
師
の
性

別
を
確
認
し
て
か
ら
、
そ
の
後
に

医
療
機
関
を
選
び
、
さ
ら
に
外
来

日
を
合
わ
せ
る
、
と
い
う
段
階
を

踏
む
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
予
約
電
話
で
女
性
医
師

の
有
無
を
確
認
で
き
た
り
、
指
名

で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
た

め
ら
う
こ
と
な
く
、
不
安
時
は
早

め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

を
扱
っ
て
い
る
診
療
科
で
す
。「
女

性
の
不
調
の
駆
け
込
み
寺
」
と
考

え
て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

少
女
期
か
ら
始

ま
る
月
経
の
悩

み
、
ウ
ー
マ
ン
ラ

イ
フ
を
襲
う
子
宮

の
疾
患
、
更
年
期

の
不
調
な
ど
、
幅

広
い
年
代
に
起
こ

る
女
性
の
体
の
問

題
を
、
専
門
的
に

解
決
し
て
い
く
た

め
の
医
療
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
「
婦
人
科
」
は
、
女
性
特
有
の

臓
器
・
器
官
に
関
わ
る
病
気
や
症

状
な
ど
を
中
心
に
、
幅
広
い
内
容

　

診
療
科
名
の
「
産
科
」
は
、
扱
っ
て
い
る
内
容
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、「
婦
人
科
」
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
婦
人
科
の
内
容
を
説
明
し
ま
す
。

（歳）

多

少 10　  20 　 30　  40 　50  　60　 70  　80

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン（
女
性
ホ
ル
モ
ン
）の
分
泌
量 〈 思春期 〉〈 性成熟期 〉〈 更年期 〉 〈 老年期 〉

初経 平均年齢

第一子出産 平均年齢

閉経 平均年齢

エストロゲン

月経不順 月経不順

過多月経

更年期障害

月経困難症

子宮内膜症 心血管系疾患

老人性膣炎

骨粗鬆症子宮内膜症・子宮筋腫

女性のライフステージと婦人科疾患

ふれあい横浜ホスピタル
産婦人科

武田 早苗 医師

取材協力
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住宅型有料老人ホーム

シニアホテル東戸塚サウスウイング
シニアホテル横浜西口

リハビリなどの個別サービス
自由で生き生きとした毎日
連携医療機関の充実サポート

無料
資料請求・入居相談

随時受付け中 ３５-２２４０
フリーダイヤル０１２０-

タイプA
24.8㎡の標準的な居室

サウスウイング

東戸塚

シニアホテル

横浜西口

住宅型有料老人ホーム／地上7階建／全
112室（夫婦室含む）／各フロアに「多
目的ルーム」設置／2007年10月開設

シニアホテル東戸塚サウスウイング

緑に囲まれた安らぎ
住所：横浜市戸塚区上品濃

【概要】

市街地から程よく離れた自然を感じる温かな日々
東戸塚駅まで無料バス5分（徒歩では15分）

日本屈指のターミナル駅で快活なシティライフ
横浜駅西口まで徒歩８分

住宅型有料老人ホーム／地上9階建／一
人居室（19㎡～）／夫婦部屋（～67㎡）
／全73室（うち夫婦室29室）／1階
は連携医療機関（クリニック）

シニアホテル横浜西口

横浜駅すぐ・今夏新築
住所：横浜市神奈川区鶴屋町

【概要】

東戸塚も横浜西口も
入居対象65歳以上 今は介護の必要がないお元気な方から、すでに介護が必要な方まで入居可能

住宅型のメリットとは
ご自宅と同じように、介護

保険を利用して

「在宅サービス」を受けら
れるので、訪問

介護・訪問看護・デイサー
ビス・リハビリ

テーションなどを自由に
組合せながら、

一対一のクオリティの高い
介護が可能。

居 室 E
 45.32㎡の夫婦部屋

 （二人用居室）

ふれあいグループ

 ◆電話（☎0467-88-1263担当/萩原）でのお問合せ・ご応募もOK！

～医療・介護・福祉・教育の関連施設（主に神奈川県内）でのお仕事をご案内～

まずはご応募から

お住まいと職場をマッチング‼
便利なQRコードでエントリーを！

追ってご連絡致します。
から

❶

❷ ふれあいグループご連絡を差上げます

などなど…

たくさんの
職種が
 あります♪

人事/経理
ドライバー

介護士

各種
に常勤

・非常勤あり

046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

ふれあい横浜ホスピタル
中区万代町２‒３‒３

ご応募は、お電話またはメールで！

045（681）5101
fureyoko_soum1@fureai-g.or.jp

勤務地

JR 関内駅または
地下鉄伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分！

メ
ー
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ

■ 通所リハビリテーションの担当
■ 介護職員初任者研修修了者
■ 今回は４名募集

介護
職員

常
勤
ス
タ
ッ
フ
募
集

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！
パート
時給1112円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（有）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！
一次選考：書類

応募先（勤務地）

横浜市泉区中田南4-3-23
市営地下鉄「中田駅」から徒歩5分

045-803-3221
fcl-izumi@fureai-g.or.jp

選考方法
書類選考
面接

人物重視で採用します！

ふれあいクリニック泉 総務課（事務）月給23万円～
〈経験10年例〉事務

常勤スタッフ募集！
（医療業界の経験不問）

30代
活躍中！

　
○
…
内
視
鏡
の
専
門
医
師
と
し

て
着
任
し
、一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

「
駅
近
の
利
便
性
と
、
健
診
セ

ン
タ
ー
を
併
設
し
て
い
る
特
徴
か

ら
、当
院
は
内
視
鏡
の
受
診
数
が

多
い
で
す
。
消
化
器
（
食
道
、胃
、

十
二
指
腸
、
大
腸
な
ど
）
の
が

ん
は
、以
前
は
初
期
で
も
外
科
手

術
が
必
要
で
し
た
が
、今
は
（
早

期
が
ん
の
）
ほ
と
ん
ど
が
内
視

鏡
で
切
除
で
き
ま
す
。
が
ん
を

早
期
に
見
つ
け
る
こ
と
で
も
、
内

視
鏡
は
大
活
躍
し
ま
す
。
お
一
人

で
も
多
く
の
早
期
発
見
・
内
視
鏡

治
療
に
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
話

し
ま
す
。
田
中
医
師
が
着
任
し
て

か
ら
、
内
視
鏡
検
査
・
治
療
数

は
さ
ら
に
増
え
、
月
５
０
０
件
を

超
え
る
症
例
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
○
…「
東
海
大
に
入
学
し
て
か

ら
、
ず
っ
と
神
奈
川
暮
ら
し
」
と

話
し
、
同
大
医
学
部
付
属
病
院

の
助
教
を
経
て
米
国
へ
医
学
留

学
を
経
験
。
帰
国
後
は
、「
拡
大

内
視
鏡
」
で
高
名
な
昭
和
大
横

浜
市
北
部
病
院
の
研
究
員
と
な

り
、
現
在
で
も
慶
應
義
塾
大
病

院
で
医
療
技
術
の
研
鑽
に
励
ん

で
い
ま
す
。「
今
、
医
療
は
急
速

に
発
展
し
、
半
年
前
に
習
得
し

た
最
新
の
内
容
が
そ
の
ま
ま
通

用
す
る
と
は
限
ら
な
い
状
況
で

す
。
こ
の
進
化
に
、
医
師
の
手

技
も
同
じ
速
度
で
磨
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
平
た
ん
な
言
葉
を
使
い
、

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
姿
は

親
近
感
を
与
え
、「
実
際
の
内
視

鏡
画
像
を
用
い
た
り
、
図
を
書

い
た
り
、
そ
の
患
者
さ
ま
が
理

解
し
や
す
い
手
段
を
考
え
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
か
ら
」
と

優
し
い
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

この「人」に聞く

  

　
先
端
医
療
を
扱
う
医
師
の

　
　
　
　
　
絶
え
間
な
い
影
の
努
力

田中 耕平 医師
 （たなか こうへい）　　　　

ふれあい横浜ホスピタル
【消化器内科】

日本消化器内視鏡学会 専門医
日本消化器病学会 消化器病専門医

　　　　　　　　　　　　　　　   ほか

早
期
が
ん

昔
は
外
科
手
術
、今
は
内
視
鏡

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
治
療
が
可
能

　

食
道
や
胃
、
十
二
指
腸
、
大
腸

な
ど
の
消
化
器
を
調
べ
る
際
に
有

用
な
内
視
鏡
。「
ふ
れ
あ
い
横
浜

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
内
視
鏡
検
査
と

　

Ａ
．
か
つ
て
は
、
が
ん
の
深
達

度
が
粘
膜
下
層
ま
で
進
ん
で
い
る

場
合
に
は
、
主
に
外
科
手
術
に

よ
っ
て
、
胃
や
大
腸
な
ど
の
臓
器

を
部
分
的
に
切
除
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
粘
膜

下
層
ま
で
深
達
し
て
い
る
（
臓
器

に
よ
っ
て
程
度
が
異
な
る
）
場
合

で
も
、
内
視
鏡
で
病
変
部
だ
け
を

切
り
取
る
治
療
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、「
拡
大
内
視
鏡
」
を
使
っ

た
検
査
で
は
、
内
視
鏡
検
査
を
実

施
す
る
医
師
が
、
そ
の
場
で
病
変

を
診
断
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
は
、
検
査
で
採
取

し
た
組
織
を
別
の
病
理
医
が
診
断

し
て
い
ま
し
た
。
拡
大
内
視
鏡
の

登
場
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ま
の
よ

り
早
期
か
ら
の
治
療
に
、
貢
献
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
視
鏡
検
査
と
治
療
は
、
是
非

当
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

治
療
を
担
当
し
て
い
る
田
中
耕
平

医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」

で
紹
介
＝
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
貴
院
の
内
視
鏡
治
療
は
、

入
院
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
治
療
の
種
類
に
よ
っ
て
、

日
帰
り
が
可
能
か
、
数
日
間
の
入

院
が
必
要
か
は
異
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
日
帰
り
の
場
合
と
、
そ
う

で
な
い
場
合
の
治
療
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．内
視
鏡
的
粘
膜
切
除
術（
Ｅ

Ｍ
Ｒ
）や
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
で
は
、

ポ
リ
ー
プ
ま
た
は
隆
起
型
に
し
た

病
変
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
縛
り
、
切
除

し
ま
す
。
前
が
ん
病
変
や
小
さ
い

が
ん
な
ど
に
適
用
す
る
こ
と
が
多

く
、
日
帰
り
治
療
が
可
能
で
す
。

　

し
か
し
、
表
面
積
が
広
い
が
ん

や
、隆
起
し
て
い
な
い
が
ん
に
は
、

こ
の
方
法
で
は
切
り
取
る
こ
と
が

難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
な
ど
に
は
、
内
視

鏡
的
粘
膜
下
層
剥
離
術（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
約
一
週
間
の
入
院
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

内視鏡的粘膜切除術（EMR）

内視鏡的
粘膜下層剥離術（ESD）

ポリペクトミー

ヒアルロン酸
Na溶液など

内視鏡

縛って切除

内視鏡

剥離

回収

切開

早期がん

早期がん 内視鏡

生理食塩水

早期がん

注入して隆起させる

縛って切除 回収

注入して浮かせる

粘膜下層から剥ぎ取る
日本消化器内視鏡学会
　　　　消化器内視鏡専門医
日本消化器病学会
　　　　消化器病専門医
日本ヘリコバクター学会
         ピロリ菌感染症認定医 ほか

ふれあい横浜ホスピタル
〈取材協力〉〈取材協力〉

田中 耕平 医師
内視鏡担当

2



045-821-0111
横浜市戸塚区上品濃16-48

お申込み
お問合せ

QRから
お申込み
すぐできます！

この他
にも！

入試対策
説明

奨学金
説明

学科・専攻
紹介

体験
コーナー

在校生
相談コーナー

個別相談
コーナー

湘南医療大学
2024

6/22
7/20

㊏

㊏
10：00～ 16：00開始 終了

医療人を育成 新しい校舎

 薬 剤 師 
 看 護 師 
理学療法士
作業療法士

薬学部棟
2022年
竣 工

修学に安心感

特待生入学
で最大
全額免除

実験も体感

現役学生がアテンド

丁寧な受付対応

疑問はすぐに解消へ 模擬授業を体験

臨場感ある講義

キャンパスツアーも
あるって！

植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給111２円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：戸塚区上品濃お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、申込みはこちらへ▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？

beauty business

横浜エリア（または湘南地域）の
医療・福祉施設で、
カット/シャンプー/カラー
などを行なう仕事です。

美容師OR理容師の免許必須
募集は１名！お早めにご応募を

訪問美容員さん募集

公共交通機関で現場へ直行・直帰
週２～５日（10：00～17：00）勤務
時給1,300円～1,400円㈱フォーライフ企画 商品課

 （理美容担当 /安永・柏）

お問合せ・ご応募

0467-84-0167

事
務
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
分
野
が
学
べ

る
専
門
コ
ー
ス
が
あ
り
、
少
人
数

授
業
や
担
任
制
を
採
用
し
て
い
る

た
め
、
学
生
生
活
の
こ
と
か
ら
就

職
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
相
談

　

Ｊ
Ｒ
町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
の

「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
」で
は
現
在
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
に
は
、
介
護
福
祉
や
医
療

 

校
風
が
わ
か
る
！

　

絶
好
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パス

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

この他の日程や最新情報は
公式サイトでご確認を。

オープンキャンパス

医療ビジネス観光福祉専門学校

介護福祉

ＩＴ

医療事務

６/15 土
６/22
６/29

土

土

10：00～12：00

10：00～12：00

10：00～11：30
体験入学ほか

体験入学ほか

学校説明会、AOエントリー説明会ほか

で
き
る
専
門
学
校
で
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

学
校
の
魅
力
に
つ
い
て
現
役
の
学

生
や
教
職
員
が
紹
介
す
る
の
で
、

雰
囲
気
の
体
感
に
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
を
！

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校
☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
本
町
３
の

18
の
27

ば
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意

し
、
学
習
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も

つ
教
員
が
、
明
確
な
目
標
に
向
け

て
本
質
的
な
指
導
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
学
力
に
添
っ

て
支
援
し
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

の
で
、
当
然
、
少
人
数
体
制
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
学
系
大
学

で
は
、
教
員
１
名
当
た
り
の
学
生

薬学部 S-プログラム
独自に開発

S
ドリル

S
カルテ

S
サポート

S
システム

（入学前後は重点的に）
知識・技術の定着

独自の試験・演習
（Sドリルの結果から）
個別に分析し、現状を可視化
学生・教員・保護者で共有
（Sカルテに応じたサポート）
効果ある魅力的な学習計画
個別指導などを導入
（効率的なSサポートによって）
自主的な修学スタイルを構築
目標到達度を高める

湘南医療大学

数
が
、
全
国
平
均
17
名
と
言
わ
れ

て
い
る
状
況
に
対
し
、
同
大
で
は

４
名
と
い
う
手
厚
い
指
導
環
境
。

こ
れ
は
学
生
に
と
っ
て
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
解
説

　

薬
学
部
の
教
員
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
学
び
の
際

に
、
い
つ
で
も
質
問
し
や
す
い
環

境
や
、
疑
問
点
の
解
消
・
相
談
の

し
や
す
さ
は
、
学
生
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
大
き
く
関
わ
り
、
ま
た

修
学
効
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
大

切
な
要
素
で
す
。

　

少
人
数
制
に
す
る
こ
と
で
、
全

学
生
に
対
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が

『
科
目
担
当
教
員
』『
チ
ュ
ー
タ
ー
』

『
学
修
支
援
チ
ー
ム
』『
教
育
セ

ン
タ
ー
』
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、

学
生
の
姿
を
正
確
に
把
握
し
な
が

ら
、
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
丁
寧
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
下
の
広
告
＝

で
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

■
湘
南
医
療
大
学 

☎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
１
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
48

二
大
試
験
に
全
員
合
格
へ

　
　

必
勝
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入

湘
南
医
療
大
学 

薬
学
部

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
に

は
、
薬
学
の
二
大
試
験
と
も
言
え

る
「
薬
学
共
用
試
験
」
と
「
薬
剤

師
国
家
試
験
」
に
、
全
員
が
突
破

し
て
い
く
た
め
の
独
自
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

超
少
人
数
制
で
目
標
に
コ
ミ
ッ
ト

　

２
つ
の
合
格
を
成
し
遂
げ
る
た

め
に
、「
Ｓ‒

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼

診
察
だ
け
で
は
な
い

病
院
で
一
貫
し
た
介
護
と
専
門
リ
ハ

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

横
文
字
の
職
種
を
解
説

「
ケ
ア
マ
ネ
」は
介
護
計
画
の
プ
ロ

想
と
効
果
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。〉

　

担
当
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
理
学
療
法

士
は
、
骨
折
や
脳
梗
塞
に
よ
っ
て

運
動
障
害
を
抱
え
て
い
る
利
用
者

さ
ま
を
中
心
に
、
機
能
改
善
の
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
利
用
時
間
中
に
は
、
音

楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動
か

す
『
集
団
体
操
』
も
あ
り
ま
す
。

　

作
業
療
法
士
や
言
語
聴
覚
士
も

お
り
ま
す
の
で
、
認
知
症
を
抱
え

る
方
に
対
す
る
専
門
的
な
内
容

や
、
口
腔
ケ
ア
、
発
語
練
習
な
ど

も
提
供
し
て
お
り
ま
す
」

集
団
も
個
別
も
楽
し
い

　
「
当
院
で
は
、
一
律
な
リ
ハ
ビ

リ
内
容
で
は
な
く
、
利
用
者
さ
ま

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
個
別
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し

て
お
り
ま
す
。
利
用
者
さ
ま
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
状
態
を
、
メ

ニ
ュ
ー
の
強
度
に
反
映
し
て
い
ま

す
。

　

体
の
不
自
由
さ
の
改
善
だ
け
で

な
く
、
利
用
者
さ
ま
の
心
も
元
気

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
切

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
興
味
が
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
当
院
へ
ご

見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」。

組
ん
で
く
れ
て
、
し
か
も
病
院
内

と
い
う
環
境
な
の
で
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
意
欲
が
湧
く
」「
病
院

に
い
る
現
役
の
療
法
士
に
よ
る
リ

ハ
ビ
リ
訓
練
な
の
で
効
果
的
で
あ

り
、
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
が
で

き
る
距
離
が
の
び
て
い
る
実
感
が

あ
る
」
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。〈
感

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
内
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
、
利
用
者
に
は
安

心
感
が
あ
る
よ
う
で
、「
自
分
に

合
っ
た
負
荷
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

　

病
院
の
中
で
、
病
気
の
診
察
だ
け
で
な
く
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護
相
談
が
可
能
な
「
ふ

れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を
紹
介
し
ま
す
。

や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
施
設
に
連
絡
ま
た
は
調
整
も

行
な
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
を
定
期
的
に
見
直
し

　

利
用
者
で
あ
る
要
介
護
者
に

と
っ
て
、
適
し
て
い
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
組
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
身
体
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
常

に
変
化
す
る
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
は

定
期
的
に
利
用
者
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、
介
護
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　

在
宅
介
護
（
自
宅
な
ど
で
の
介

護
）に
お
い
て
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
心
強
い
「
介
護
プ
ラ
ン
の
専
門

家
」
な
の
で
す
。

で
き
た
介
護
の
専
門
職
で
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
た
人
や
そ

の
家
族
の
希
望
・
状
況
に
応
じ
て
、

ケ
ア
マ
ネ
は
介
護
保
険

を
使
っ
て
利
用
で
き
る

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
分
析
し
ま
す
。
効
果

的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

選
定
す
る
た
め
に
尽
力

し
、
さ
ら
に
必
要
な
手

続
き
（
書
類
の
作
成
）

　
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
略
し
て

ケ
ア
マ
ネ
）」
は
、
介
護
保
険
制

度
が
導
入
さ
れ
た
２
０
０
０
年
に

ふれあい鶴見ホスピタルでは、通所リハビリテー
ションの利用者を募集しています。見学や利用時
間などの詳細は、同院へ直接お問合せください。

ちょっとのぞいてみました
リ ハ ビ リ 施 設

ご自宅まで送迎し、施設内ではリハビリだけでなく
入浴、食事、レクリエーションなどが楽しめます。

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717鶴見区東寺尾4-4-22

Vol.11

取材協力

鶴見ホスピタルの院内にて鶴見ホスピタルの院内にて

認
知
症
検
査
を
扱
う
病
院
で
は
ケ
ア
マ
ネ
の
在
籍
も

3



会場へ入場参加ができます〈事前予約制〉

会場周辺の地図会場周辺の地図

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅

首
都
高
速

京急線

池
谷
戸

JR

1
シャトルバス
乗り場
★

会場参加には
事前予約が必要
です（20名様まで）。
オンライン参加は、
当院ホームページで
視聴方法をご確認
ください。

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　これから始まる夏本番に向けて、水分補
給は重要になってきます。水分は“飲む”だ
けではなく、普段の食事からも補給できま
す。夏バテ防止の食事について、当院の管
理栄養士が解説します。健康的な食事に
よって、暑い夏を乗り越えていきましょう。

食事で夏バテ予防！健康な身体は食事から

参
加
無
料

医学講座

オンラインで
自宅視聴も！

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室
日 時

講 師
ふれあい鶴見ホスピタル
栄養科  矢野 由美子 管理栄養士

13：00～
      14：006月27日（木）

会場（当院）にてお聞きいただく講座です

会場周辺の地図

京急線

久
良
岐
公
園

磯子駅
16

屏風浦駅

環
状
２
号

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

路線バスで
「汐見台ストアー前」
下車、徒歩２分

交通アクセス交通アクセス

磯子駅・屏風浦駅・
上大岡駅などから
ご利用ください
  ※時間帯にご注意を。

病院無料バス病院無料バス

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　車椅子の移乗や、移動の介助を行なう
場面で、介護する側の方の負担が軽減で
きるような介護動作をお伝えします。手順と
コツを習得し、明日からの介護が少しでもス
ムーズになるように、多くの皆さまにご参加
いただきたいと思っております。

介護に関わる方へ！移乗サポートのコツをお伝えします

医学講座
参
加
無
料

会場：康心会汐見台病院 地下２階 会議室
日 時

講 師
〈予定〉康心会汐見台病院 リハビリテーション科　

係長  佐藤 靖伸 作業療法士

6月26日（水）14：00～15：00

研究費担当者を募集（所属・総務課）
「人のために生きる」未来の医療人を育成する大学でのお仕事です。

詳
細・ご
応
募
は
こ
ち
ら
▶

■ 学生の成長を肌で感じることができる職場
■ 研究に関する業務にご興味のある方は是非ご応募を！
■ 駅から徒歩圏内。シャトルバスの利用も可能。

大 学
事務職員

湘南医療大学
学校法人

湘南ふれあい学園 横浜市戸塚区上品濃16-48
〈最寄り /東戸塚駅〉

普通自動車免許
所有者は尚可

研究費業務経験者は優遇急募

看護師の免許はないけれど、病院で働きたい。

医療貢献がしたい！！

家庭での看護経験を活かしたい…。

やさしさと気遣いをもって仕事に臨みたい！

このような方は、  
当院での看護補助の仕事をお考えください。

このような方は、  
当院での看護補助の仕事をお考えください。

不安や迷いは一度、職場見学して考えてみませんか？

綾瀬厚生病院ご応募・お問合せ 0467-77-5111

詳細はこちら⬇詳細はこちら⬇

看護補助 常勤でも！
非常勤でも！

スタッフ大募集♪

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、「
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
が
あ
り
ま
す
。
脳
出
血

に
よ
る
半
身
ま
ひ
の
リ
ハ
ビ
リ
症
例
を
紹
介
し
ま

す
。　
　
　

 〈
注
・
回
復
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。〉

暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
て
、
仕
事
も

家
事
も
全
て
ご
自
身
で
こ
な
さ
れ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
転
院
直
後

は
自
力
歩
行
が
難
し
く
、
ト
イ
レ

も
介
助
が
必
要
で
し
た
。

　

以
前
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
取
り

戻
し
、
介
助
の
必
要
が
な
い
状
態

で
社
会
復
帰
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
始
め
ま

し
た
」

復
帰
を
支
え
る
適
切
な
装
具

　
「
歩
行
訓
練
に
お
い
て
、
装
具

は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
「
大
腿
骨
頸
部
／
転
子
部
骨

折
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２

１
」（「
日
本
整
形
外
科
学
会
」
監

修
）
で
は
、
大
腿
骨
骨
折
の
治
療

後
、
６
カ
月
間
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
大
き
な
効
果
を
認
め
、

３
～
６
カ
月
間
の
必
要
性
の
ほ

か
、
疼
痛
の
軽
減
、
筋
力
の
改
善

が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
医
療
機
関
に
は
け
が
の
治

療
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
直
後

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
専
門

的
に
扱
う
病
棟
（
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
）
を
設
け
て

い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。

院
内
で
使
用
す
る
訓
練
用
の
装
具

だ
け
で
な
く
、
社
会
復
帰
を
見
据

え
て
、
患
者
さ
ま
の
運
動
機
能
を

し
っ
か
り
と
補
助
す
る
適
切
な
装

具
を
処
方
す
る
た
め
に
、
下
肢
機

能
評
価
も
丁
寧
に
実
施
し
ま
し
た

＝
右
写
真
」

ト
イ
レ
介
助
も
な
く
な
り

　
「
訓
練
の
効
果
が
あ
り
、
当
病

棟
で
２
カ
月
半
が
経
過
し
た
頃
に

は
、杖
と
装
具
を
併
用
し
な
が
ら
、

自
力
で
歩
行
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
＝
上
写
真
。
ト
イ
レ
の

介
助
も
必
要
な
く
、
生
活
動
作
の

一
部
が
回
復
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
院
内
の
ほ
か
、
屋
外

で
も
歩
行
訓
練
を
続
け
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

実
践
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル　

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

新
子
安
駅
・
鶴
見
駅
か
ら
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
中

要
と
し
ま
す
。
入
院
前（
骨
折
前
）

に
杖
を
使
っ
て
歩
行
し
て
い
た
人

の
場
合
、
こ
の
け
が
の
治
療
で
退

院
す
る
頃
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
杖
だ
け
で
歩
く
こ
と
が
難
し

い
状
況
に
な
り
や
す
く
、
多
く
は

歩
行
器
な
ど
に
頼
り
な
が
ら
退
院

す
る
姿
が
あ
り
ま
す
。

早
期
の
リ
ハ
ビ
リ
は
必
須

【
40
代
患
者
Ａ
さ
ん
の
例
】

　
脳
出
血
を
発
症
し
、
左
半
身
ま

ひ
、左
Ｕ
Ｓ
Ｎ（
半
側
空
間
無
視
）、

注
意
機
能
低
下
を
抱
え
て
い
る 

　
（
同
院
の
落
合
Ｐ理

学
療
法
士
Ｔ
）「
脳
出
血

で
救
急
搬
送
さ
れ
、
別
の
急
性
期

病
院
で
約
２
カ
月
間
の
治
療
を
受

け
た
後
、
当
院
の
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
入
院
さ
れ

ま
し
た
。
左
半
身
ま
ひ
に
加
え
、

空
間
認
識
と
注
意
機
能
の
低
下
に

よ
っ
て
、
歩
行
や
日
常
動
作
時
に

困
難
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

脳
出
血
を
発
症
す
る
前
は
独
り

　

加
齢
が
大
き
く
影
響
し
て
起
こ

る
足
の
付
け
根
（
大
腿
骨
頸
部
や

転
子
部
）
の
骨
折
で
は
、
手
術
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
に
多

い
骨
折
で
あ
り
、
入
院
治
療
を
必大腿骨

頸 部

転子部

大
腿
骨
頸
部
・
転
子
部
の
骨
折

し
っ
か
り
歩
い
て
退
院
す
る
た
め
に

専
門
病
棟
の
存
在

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

回
復
期
リ
ハ
病
棟
で
順
調
復
帰

取
材
協
力

下
肢
の
機
能
評
価
の
様
子（
右・落
合
Ｐ
Ｔ
）

歩行訓練の様子（右・落合PT）

康
心
会
汐
見
台
病
院（
磯
子
区
）

平
日
の
毎
日
、嬉
し
い
眼
科
診
療

日
帰
り
で
白
内
障
手
術
も

知
っ
て
い
ま
す
か
？

白
内
障
と
緑
内
障
の
視
界
状
況

全
て
が
見
え
て
い
な
い
生
活

　

白
内
障
と
緑
内
障
は
、
ど
ち
ら
も
視
機
能
が
低
下

す
る
病
気
で
す
。
こ
の
２
つ
の
病
気
を
理
解
し
、
定

期
検
査
を
受
け
て
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
で
は
、
月
～
金
曜
日

の
連
日
、
外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
医
学
博
士
の

科
長
・
金
田
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
〉

　

白
内
障
や
緑
内
障
と
い
う
目
の

病
気
は
、「
高
齢
に
な
っ
た
ら
気

を
付
け
よ
う
」
と
考
え
て
い
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
年

配
者
だ
け
に
発
症
す
る
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

︱
︱
︱ 

診
察
で
は
、
ど
の
よ

う
な
病
気
の
方
が
多
い
で
す
か
？

　
（
金
田
医
師
）「
白
内
障
や
緑
内

障
、
斜
視
、
網
膜
硝
子
体
疾
患
な

ど
が
あ
り
、
年
齢
に
よ
っ
て
病
気

の
傾
向
が
異
な
り
ま
す
。
当
院
で

は
、
幅
広
い
年
齢
層
が
抱
え
る
眼

科
疾
患
全
般
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

目
の
病
気
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

水
晶
体
の
濁
り

　

白
内
障
は
目
の
中
に
あ
る
水
晶

体
が
濁
る
病
気
で
す
。
加
齢
は
確

か
に
大
き
な
原
因
で
す
が
、
若
い

世
代
で
も
発
症
し
ま
す
。
カ
メ
ラ

な
ど
の
全
身
疾
患
と
も
関
わ
り
が

深
い
の
で
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
医

療
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

ど
の
よ
う
な
こ
と
を

心
掛
け
て
診
察
し
て
い
ま
す
か
？

　
（
金
田
医
師
）「
患
者
さ
ま
お
一

人
お
ひ
と
り
の
状
態
に
合
わ
せ
て

治
療
計
画
を
立
て
、
質
の
高
い
治

療
と
丁
寧
な
ケ
ア
を
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
当
院
に
は
視
能
訓
練
士

（
国
家
資
格
）
も
所
属
し
、
検
査

の
際
に
専
門
知
識
と
技
術
を
も
っ

て
、
患
者
さ
ま
の
よ
り
良
い
診
療

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
目
の
健
康

は
、
将
来
の
人
生
の
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
の
で
、

定
期
検
査
を
含
め
、
心
配
事
は
当

院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

　

︱
︱
︱ 

白
内
障
と
緑
内
障
の

治
療
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
金
田
医
師
）「
白
内
障
で
は
、

初
期
は
点
眼
薬
な
ど
を
使
用
し
ま

す
。
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す

状
態
ま
で
悪
化
し
て
い
る
場
合

は
、
手
術
（
日
帰
り
ま
た
は
１
泊

２
日
の
入
院
）
に
よ
っ
て
改
善
を

図
り
ま
す
。
術
後
は
適
切
な
ケ
ア

に
よ
っ
て
、
翌
日
か
ら
通
常
の
生

活
を
の
ぞ
む
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

一
方
、
緑
内
障
で
は
、
薬
や
手

術
に
よ
っ
て
進
行
を
遅
ら
せ
る
対

症
療
法
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
完

治
は
で
き
な
い
病
気
な
の
で
、
信

頼
で
き
る
医
師
と
一
緒
に
根
気
よ

く
、
改
善
の
た
め
の
治
療
を
続
け

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

の
レ
ン
ズ
の
よ
う
な
働
き
を
も
つ

水
晶
体
が
濁
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

視
界
が
全
体
的
に
薄
く
見
え
た

り
、
二
重
に
見
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
強
い
光
に
敏
感
に
な
る
こ

と
も
、
代
表
的
な
症
状
で
す
。

異
常
な
眼
圧

　

緑
内
障
は
目
の
圧
力
が
異
常
に

高
く
な
っ
て
、
視
神
経
に
障
害
を

も
た
ら
す
病
気
で
す
。
白
内
障
で

は
、
ほ
と
ん
ど
が
少
し
ず
つ
進
行

し
て
い
く
の
に
対
し
、
緑
内
障
は

徐
々
に
進
行
す
る
だ
け
で
な
く
、

急
速
に
悪
化
す
る
タ
イ
プ
も
あ
り

ま
す
。
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
進
行
す
る
に
つ
れ

て
視
野
が
狭
く
な
り
、
一
部
が
欠

け
て
見
え
た
り
、
失
明
に
至
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

視
力
の
変
化
や
目
の
違
和
感

は
、
す
ぐ
に
眼
科
で
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
定
期
検
査
は
、
予
防
や

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
治
療
効

果
に
直
結
し
ま
す
。

光光

濁った
水晶体

圧力が
上がる

視神経

白内障 光が通りにくくなる

緑内障 視神経にダメージ

視界イメージ

視界イメージ

康心会汐見台病院
眼科科長

金田 英蘭 医師
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